
 

 

施設整備地域連絡協議会資料 

平 成 ２ ６ 年 ３ 月 １ ５ 日 

武蔵村山市におけるごみ処理の現状と課題 

１ ごみ処理の現状 

(1) 廃棄物処理量（過去５年の推移） 

① 武蔵村山市廃棄物処理量内訳及び原単位の推移 

  平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

人口 70,391 人 71,084 人 71,611 人 71,902 人 72,025 人 

総ごみ量 20,862ｔ 20,274ｔ 20,386ｔ 20,440ｔ 21,282ｔ 

可燃ごみ 14,713ｔ 14,388ｔ 14,402ｔ 14,482ｔ 15,039ｔ 

不燃ごみ 1,083ｔ 1,037ｔ 1,085ｔ 1,105ｔ 1,163ｔ 

資源ごみ 4,720ｔ 4,526ｔ 4,537ｔ 4,488ｔ 4,700ｔ 

粗大ごみ 346ｔ 323ｔ 362ｔ 365ｔ 380ｔ 

総ごみ量原単位 812.0ｇ/人・日 781.4ｇ/人・日 779.9ｇ/人・日 776.7ｇ/人・日 809.5ｇ/人・日 

収集ごみ量原単位 735.3ｇ/人・日 712.3ｇ/人・日 710.5ｇ/人・日 699.8ｇ/人・日 718.7ｇ/人・日 

 

② 武蔵村山市廃棄物量の推移のグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 原単位（一人１日当たりのごみ量）の推移のグラフ 

 

注１） データは、多摩地域ごみ実態調査（公益財団法人東京市町村自治調査会）に基づきます。 

注２） 総ごみ量原単位は、ごみと資源物の合計量を一人１日当たりに換算した数値です。ただし、集団回収分は除きます。 

注３） 総ごみ量は、武蔵村山市一般廃棄物処理基本計画で数値目標としている「排出物原単位」及び「処理ごみ量原単位」とは

算出方法が異なるため、数値は一致しません。 
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２ 今後の課題 

 

(1) ごみの排出量について 

武蔵村山市の１人１日当たりのごみ排出量は、平成２３年度まで減少傾向に推移してきまし

たが、平成２４年度については、前年度と比較し、増加となり、この実績は、多摩地域２６市

の中で２４番目となっております。 

平成２４年度のごみ排出量増加の主な原因として、村山団地移転の際の引っ越しごみや事業

系ごみの増加等が考えられております。 

これらの状況を踏まえ、市民、事業者に対し、３Ｒ意識の向上させていくため、広報の機会

を増やすともに、ごみ減量施策等の実施を検討していく必要があります。 

 

(2) 生ごみの減量（生ごみ資源化モデル事業） 

  生ごみは、可燃ごみの中で大きな割合を占めているため、生ごみを資源化することは、循環

型社会の形成につながっていきます。 

平成２１年１０月から平成２２年９月まで８２世帯を対象に生ごみ堆肥化モデル事業を実

施しましたが、このモデル事業では、高額な処理費用やできた堆肥の使用先等が課題となりま

した。 

平成２６年度には、管理コスト、生ごみ堆肥量の抑えることのできる生ごみ堆肥化方法（Ｈ

ＤＭシステム）でモデル事業を実施する予定としています。 

 

(3) 最終処分場の負担金について 

  武蔵村山市のごみは、小平・村山・大和衛生組合で焼却・破砕処理され、焼却灰については、

東京たま広域資源循環組合のエコセメント化施設でエコセメント化され、破砕不燃物については、

同組合の二ツ塚廃棄物広域処分場に埋立処分をしております。 

焼却灰を原料とする「エコセメント化」事業は、平成１８年７月から開始され、焼却灰は全て

エコセメントの原料として再生利用されています。この事業は、最終処分量の削減に大きく寄与

しますが、多大な費用を要しております。さらに当市は、焼却灰の搬入実績量が減容化計画で定

められた搬入配分量を上回り、超過金を課せられております。 

発生抑制・資源化の推進、中間処理等の最終処分に至るまでのそれぞれの段階でのごみ減量の

取組が必要となっております。 

 

(4) 家庭ごみに有料化について 

  多摩地域では、平成１０年度に青梅市が家庭ごみの有料化を行ってから、２６市のうち２１市

で家庭ごみの有料化を行っており、ごみ減量及びリサイクル推進に一定の効果が表れています。 

武蔵村山市においても、ごみの有料化は、平成１７年度に事業系ごみの手数料の改定を行った

際、ごみ減量に一定の効果が表れており、先進実施団体の事例等では、家庭ごみの有料化を実施

することで、①一般廃棄物の排出抑制や再利用の促進、②排出量に応じた負担の公平化、③住民

の意識改革などのメリットが見込まれております。 

このことから、武蔵村山市においても、家庭ごみの有料化について検討していく必要がありま

す。 

 



磁選機 プレス 売却 永和鉄鋼（株）　（瑞穂町）

アルミ選別機 プレス 売却 （有)鹿島金属　（瑞穂町）

手選別 売却 (有）加藤光弘商店　（立川市）

手選別（不適物除去） プレス 再商品化委託 指定法人

手選別（不適物除去） プレス 再商品化委託 指定法人 ※プレスは比留間運送

生きビン 手選別（種類分） 売却 丸隆六甲容器(株）　（所沢市）

カレット 手選別（色分け） 売却 (株）山一商会　(相模原市）

※武蔵村山資源リサイクルセンター ドラム缶詰 委託処理 野村興産（株）　(北海道）

※品目ごとに選別・プレス等行い資源化 ダンボール詰 委託処理 野村興産（株）　(北海道）

手選別 売却

手選別 売却

手選別 売却

※紙問屋（富商）へ直接搬入 手選別 売却

手選別 売却

手選別 売却

※比留間運送 手選別 売却

袋・紐除去作業 比留間運送(株）

売却 永和鉄鋼(株）　（瑞穂町）

戸別収集

随時/市内２６箇所回収

月１回/市内８箇所回収 　　　　　　　　売却　小川工営

月２回/市内１０箇所回収 　　　　　　上記牛乳パックと同様

週３回/市内４９箇所回収 　　上記容器包装プラスチックと同様

週３回/市内５４箇所回収 　　上記ペットボトルと同様

※武蔵村山清掃事業協同組合の構成団体…比留間運送株式会社・有限会社荒幡商事・武蔵村山資源リサイクルセンター・有限会社富商・ＥｃｏＨｉｒｕｍａ

（袋） ス チ ー ル 缶

焼却灰はエコセメント化

可 燃 ご み

（袋） 直接搬入
小平･村山・大和衛生組合 焼 却 ・ 粉 砕

武蔵村山市廃棄物分別事業フロー

[排出区分] [搬入・選別先] [選別・処理方法]

金 属 そ の 他 の 金 属

最終処分場（埋め立て）

選別後の残渣物 ア ル ミ 缶

不 燃 ご み

（袋） ※品目ごとに積

み降ろし･保管

ペ ッ ト ボ ト ル
容器包装プラスチッ

ク

びん類・有害物 蛍 光 管 等

(有）富商
武蔵村山市清掃事業協同組合

（袋）

新 聞 紙 類 (有）富商

プラスチック･ペットボトル類
武蔵村山市清掃事業協同組合

ビ ン 類

(袋）

乾 電 池

牛 乳 パ ッ ク

靴・鞄・ぬいぐるみ (有）富商

(有）富商

処理委託

紙類・布類・雑品 ダ ン ボ ー ル 類 (有）富商

（紙袋又は紐） 雑 誌 類

鉄 製 粗 大 ご み

鉄類

乾 電 池

（回収容器設置）

(有）富商
武蔵村山市清掃事業協同組合

（紐又は袋） 布 類

雑 紙 類 (有）富商

小型電子機器 直 営

剪 定 枝

剪 定 枝 牛 乳 パ ッ ク

保管

発 泡 ト レ イ

ペ ッ ト ボ トル

家具類・その他

拠 点 回 収

回 収 委 託

直 営

回 収 委 託

回 収 委 託

粗 大 ご み 武蔵村山市清掃事業協同組合

（２）分別収集の区分


